


































上秋津のある和歌山県田辺市は 2005 年に 5市町村（田辺市，中辺路町，大塔村，龍神村，本
宮町）が合併し誕生した。総面積は県の約 20%を占め，近畿最大の面積を有している。人口は















































































































農家 31 人の出資者（1人あたり 50 万円の出資金）が「俺ん家ジュース倶楽部」を結成した。
ジュースは店舗販売とともに宅配も行われており，順調に売り上げを伸ばしており，現在では，







































舎を利活用し，地域活性化をはかることが一番望ましいという結果となり，2004 年 8 月に都市
農村交流事業を行政へ提案した。この提案を受け，2004 年 8 月〜2005 年 4 月の間，地域に再検
討の時間が与えられ，「地元でも賛否（ほとんど否定的）の意見が漏れ聞こえる」など決してよい
状況とはいえなかったが，検討委員会はこの間も計画実現に向け情報収集や勉強を続けた。





























































運営会社「農業法人株式会社秋津野」（資本金 3330 万円，株主数 298 人）が誕生した。施設改
修工事が進められるなかで，資金不足が発生したことから，さらなる増資を行い 2008 年には資

















上は約 6,000 万円，交流人口は約 6万人（うち，農家レストランは約 52,000 人，宿泊者数は約









わり原価率は 50%近くにも達しているが，昼食時のバイキング（料金 950 円）は，「スローフー

















































































Endogenous Development in Wakayama Prefecture: 
A Case Study of Kamiakizu, Tanabe City
Mitsuyoshi KISHIGAMI
Abstract
This paper discusses endogenous development in a community through a case study of 
Kamiakizu, Tanabe City, in Wakayama Prefecture. The main conclusions of this paper are 
as follows: first, the area is focused on community improvement and community business; 
second, a characteristic feature of the community is that farmers and non-farmers work 
together; third, it is clear that public resources are being utilized to differentiate the 
community from others; and finally, even after obtaining results, the community continues 
to make a variety of efforts to promote endogenous development.
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